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社 名 ( 商 号 )

本 社

代 表 者

設 立

資 本 金

全国チェーン店
お客様売上高※

従業員数（単体）

株式会社ダスキン
【DUSKIN CO., LTD. 】

〒564-0051
大阪府吹田市豊津町1番33号

代表取締役社長 山村 輝治

1963（昭和38）年2月4日

113億円（2013年3月31日現在）

4,114億円（2013年3月期）

1,952人（2013年3月31日現在）

　「世界一お客様にやさしいダスキン、ミスタードーナツ」と
感じていただくために、本部と加盟店が一丸となって抜本的
な改革を実行し、市場環境の変化、お客様の要望、それらの
「一歩先」を行く商品やサービスが提供できるダスキンに変え
ていきます。
　しかし、いつの時代も変えてはいけないものがあります。
　それは、ダスキン経営理念の実践（道と経済の合一）です。

※全国チェーン店お客様売上高は、国内外の直営店・子会社売上高及び加盟
店推定売上高の合計を参考数値として記載しています。

会 社 概 要 経営理 念 経営目的

4,114
億円

クリーンケアグループ

2,746
その他

213

フードグループ

1,154

祈りの経営ダスキン 

経営理念
一日一日と今日こそは
あなたの人生が（わたしの人生が）
新しく生まれ変わるチャンスです

自分に対しては
損と得とあらば損の道をゆくこと

他人に対しては
喜びのタネまきをすること

我も他も（わたしもあなたも）
物心共に豊かになり（物も心も豊かになり）
生きがいのある世の中にすること

合掌
ありがとうございました

ダスキン経営理念の実践を通じて
「世界一ひとにやさしいダスキン」を目指します。

ダスキン環境保全活動50年のあゆみ

1963年
●ダスキン創業
●クリーンサービス事業開始
（化学ぞうきんレンタルの
フランチャイズ展開、工場配置）

1973年
●全生産事業所に
廃水処理設備を
導入完了

1978年
●レントオール事業
（総合レンタル）開始

1998年
●環境理念・環境方針を制定

2003年
●全生産事業所の
ISO14001認証
取得完了

2002年
●ドーナツの
　飼料化スタート

2007年
●リデュース・リユース・
リサイクル（3R）推進功労者等
表彰で「会長賞」受賞

2010年
●「おおさかストップ温暖化賞」優秀賞を受賞
●「おおさか優良緑化賞」
選考委員会奨励賞を受賞

2008年
●環境宣言制定

2005年
●環境管理規程の制定
●新・環境方針を制定
●京都市都心部グリーン配送推進協議会
への協力宣言
●大阪ガスと共同環境貢献プロジェクト
「D・OGプロジェクト」発足
●ダスキン企業集団CO2削減に向けての
基本行動計画決定・発表

2009年
●フードサービスグループ
ISO14001認証取得

2011年
●本社ビルなど3施設が吹田市と
　「津波・洪水避難ビル」指定の協定締結
●「DUSKIN×Pen エコTシャツデザイン大賞」
　コンテストを開催

2012年
●「おおさかストップ温暖化賞」 
　知事賞を受賞

2004年
●「ダスキン行動基準（第1版）」を発行（環境への基準を含む）
●小学生環境教育の場としての生産事業所見学開催開始（横浜中央工場）
●レントオール事業でレンタル介護用品を本格展開開始

1993年
●ミスタードーナツで
油のリサイクル処分開始

1999年
●ISO14001認証
取得を開始

2001年
●クリーンサービス事業(営業部門)
ISO14001認証取得
●ケアサービス事業
ISO14001認証取得
●レントオール事業
ISO14001認証取得

1994年
●ミスタードーナツが
ニューフードサービス
推進優良事業者表彰で
エコロジカル・フードサービス部門
「農林水産大臣賞」受賞

2000年
●初の環境報告書
「グリーンレポート2000」刊行
●生産本部ISO14001認証取得
●ミスタードーナツ事業
ISO14001認証取得

1971年
●生産事業所への廃水処理設備
配置開始
●ミスタードーナツ事業開始
（1974年からは陶器・ガラス製食器使用）

●ケアサービス（サービスマスター）事業開始

ダスキン経営理念の実践

世界一ひと（お客様）に
やさしいダスキン

喜びのタネをまこう

経
営
目
的

経
営
目
標

お客様志向
での活動

現状維持
からの
脱却

市場を創造
する仕組み

自ら考え、
自ら行動を
起こす

※単位：億円
　（単位未満切り捨て）

ダスキンは、創業50周年を迎えます。
お客様への感謝と創業の精神「喜びのタネをまこう」を合言葉に
さらなるお客様へのお役立ちへ向けてスタートしてまいります。

対 象 範 囲

参 考
ガイドライン

お問い合わせ先

株式会社ダスキン
国内の関係会社およびフランチャイズチェーン店舗

環境省「環境報告ガイドライン2012年版」
環境省「環境会計ガイドライン2005年版」

株式会社ダスキン
品質保証・リスク管理部 品質保証・環境推進室
TEL:06-6821-5801 FAX:06-6821-5703

編 集 方 針

対 象 期 間

環境報告書として13回目の発行となる本報告書では、
環境への考え方、具体的な取り組み、実績をダスキンの
事業特性に沿って紹介しています。また、社会性報告に
ついてもまとめています。ぜひご一読いただき、ご意見
を頂戴できれば幸いです。

2012年度(2012年4月～2013年3月)を主な対象としてい
ますが、2011年度以前および2013年度の活動について
も一部掲載しています。



株式会社ダスキン
代表取締役社長
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トップメッセージ

おそうじ用具のレンタルからはじまり、
ものを大切にしてきたダスキンは、
地球の未来を大切にするため、

くりかえし使う・みんなで使う・減らす・捨てない、
これらの視点で、商品・サービスの開発、
生産、お届けから使用後までの

企業活動のすべてを見直し、さらに取り組みを進めます。

「喜びのタネまき」の精神に、エコのタネをのせて。
ダスキンは、身近なところから未来にむかって、

エコロジーを育てていきます。

［環境シンボルマーク］

ダスキンの環境宣言

身近に、未来に、エコのタネまき。

50年前の創業の精神を受け継ぐ
環境への取り組み

ものを大切に使う、
くりかえし使うという発想を大切に

経営理念に基づいた
社会貢献活動

変えるべきものは大胆に変革し
お客様のもっと身近な存在に

「世界一 ひとにやさしいダスキン」

を目指して、

環境にも社会にもやさしい企業への

挑戦を続けます。

　2013年、ダスキンはおかげさまで創業50年を迎え

ます。

　創業した50年前、大量生産、大量消費が主流

の時代に、創業者・鈴木清一は、使い捨てるのでは

なく掃除道具をレンタルするという新しい事業に乗り

出しました。

　ダスキンの事業そのものが循環型ビジネスモデル

であり、その創業時の精神を受け継ぎ、環境への取

り組みを進めています。

　1964年に発売された「ホームダスキン」は、水拭

きの掃除の負担を大幅に軽減し、日本の家庭に「お

そうじ革命」をもたらしました。ダスキンは、「ホームダ

スキン」に代表されるように、快適な暮らしを提案す

ることで、社会とともに歩んでまいりました。その意味で

も、環境をキレイに保つこと、環境を保全していくこと

が、私たちの使命であると考えています。

　ダスキンの循環型ビジネスモデルの代表的な事業

であるモップやマットのレンタルは、加盟店を通してお

客様へ商品をお届けし、使用後回収して、工場で洗

浄した後、再びお客様のもとに届けられます。モップで

平均約20回、マットで平均約40回、くりかえし利用す

ることでCO2や廃棄物の削減に貢献し、また、使えな

くなった商品はリサイクルされ、ついたホコリも適切に

処理し、最終的にはセメントとして活かされています。

　ミスタードーナツ事業では、調理に使った油を回

収し、飼料や工業用の原料としてリサイクル活用し

ています。また、閉店後に残ったドーナツも、飼料化

処理工場で原料化もしくは、そのまま飼料としてリサイ

クルする取り組みを進めています。

　このように、ダスキンはものを大切にくりかえし使う、み

んなで使う、廃棄物を減らす、捨てないという発想で事

業をすすめ、循環型社会の実現を目指していきます。

　ダスキンは創業者・鈴木清一の“喜びのタネをま

こう”の経営理念のもとに事業を続けています。この

経営理念は、フランチャイズチェーンとして参加して

いただいている加盟店の皆様にも共有され、ダスキ

ン本部だけの想いではありません。ダスキンのフラン

チャイズチェーンは、契約という以前に経営理念で

結ばれた絆を持つ組織の集まりであり、それが50年

間を支えてきました。

　社会への貢献も、その理念に基づき加盟店の皆

様と一体となって取り組んでいます。その一つが、

「クリーンアップマイタウン活動」です。ダスキンがお

世話になっている身近な街をキレイにしたいという思

いで行っているこの活動は、2006年からスタートして

延べ15万人の方々に参加していただきました。

2013年は創業記念日である11月16日に全国一斉

に行い、創業50周年にふさわしい活動にしたいと考

えています。

　また、学校のお掃除やお片付け教育を支援する

活動にも取り組んでいます。これは、未来を担う子ども

たちに、「掃除がなぜ必要なのか」をわかってもらい

たい、掃除に取り組むことで環境のことも考えられるよ

うになってもらい、自分の内なる力を伸ばしていって

欲しいなどの思いを込めた活動です。当初はダスキ

ン本部が主体となって進めていましたが、近年では

加盟店が積極的に取り組み、全国に活動を広げて

います。

　これからも地域社会の一員として、加盟店と一体

となった社会貢献に積極的に取り組んでいきます。

　私たちは「世界一ひとにやさしいダスキン」を目指

し、新しい取り組みをスタートしています。これは、「ひ

とにやさしい商品」をつくり、「ひとにやさしいサービ

ス」を提供するとともに、スタッフ一人ひとりがお客様

から信頼される「思いやりのある人」になり、一人ひと

りのお客様に「ダスキンって世界一やさしい」と感じ

ていただける企業を目指すものです。

　そのために、経営理念を大切にしながら、販売の

仕組みやお客様との接点など、変えるべきものは変

革していきます。お客様にとってもっと身近で利用し

やすい存在になり、今まで以上に親身に対応できる

ダスキンとなるための挑戦を続けていきます。

　創業50周年を機に、これまでダスキンを支えてくだ

さったお客様や社会への感謝の気持ちを大切に、

笑顔の輪が広がる未来を築いてまいります。
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～エコの芽を育んで50年～

「ダスキンのエコ」は、
地球の未来に向かって伸びていきます。
50年前、ダスキンはレンタル事業という循環型ビジネスで創業しました。

ものを大切に使うという創業者の思いを受け継ぎ、

『くりかえし使うエコ』から『みんなで使うエコ』『減らすエコ』『捨てないエコ』へ発展させ、

環境にやさしい暮らしのあり方を提案してきました。

そしてこれからも、「ダスキンのエコ」を推進していきます。

創業者・鈴木清一の強い想いで誕生した化
学ぞうきん「ホームダスキン」。水を使わず、
ホコリをたてずにホコリをとるという機能
は、家庭の主婦を大変な水ぶき掃除から解
放し、画期的な商品として当時「魔法のぞう
きん」とも呼ばれました。この商品から、レン
タル事業による循環型ビジネスモデルを確
立し『くりかえし使うエコ』がスタート、フラン
チャイズシステムで全国に普及させました。

1964年／
ホームダスキン誕生!

「魔法のぞうきん」と呼ばれた「ホームダスキン」

「ホームダスキン」などを
産業用ウエスとして再利用

1972年当時の廃水処理施設 クリーンアップマイタウンの様子

環境をキレイにすることで社会に貢献するという
理念から1970年、回収したモップやマットをクリー
ニングする生産事業所の廃水処理施設の導入開
始。現在では、処理した水を再利用することも可
能なほどの水質まで高める処理技術を確立。

1970年代／
廃水処理施設の導入
キレイな水を守るために

レンタルで使用され、廃棄されるホームダスキ
ンを産業用ウエスとして活用することを決定。
1971年6月にウエスのレンタル事業を開始し、
資源を徹底して有
効活用する仕組み
が誕生しました。

1971年／
廃棄布の再利用を開始!

1971年に1号店が開店したミスタードーナツでは、
1974年より陶器・ガラス製食器を導入し紙製容器等
の廃棄を削減。以降、廃油のリサイクルや製造管理の
徹底による廃棄されるドーナツの削減、閉店後残った
ドーナツを飼料
原料としてリサ
イクルするなど
『捨てないエコ』
の取り組みを続
けてきました。

1974年／
陶器・ガラス製食器の使用
業界に先駆けた「ミスタードーナツのエコ」

総合レンタルショップ「ユナイテッドレント
オール」1号店がこの年にオープン。資源を
みんなで有効活用する『みんなで使うエ
コ』の取り組みがスタートしました。

1978年／
レントオール事業がスタート

水質汚染が大きな社会問題となる中、汚染
の原因と言われたリン酸塩・LASなどを含
まない洗剤を発売し、支持を得ました。

1998年に環境方針を制定、翌1999年から
ISO14001認証取得を開始しました。2000年代
以降は、生産事業所での省エネ乾燥機をはじめ
とする省エネ設備導入などで、CO2を削減し地
球温暖化防止に取り組んでいます。

1975年／
無りん液体洗剤「マリオン」発売

1990年代／
省エネ、CO2削減設備の開発・導入

活動をさらに強化するため、2008年、「環境宣言」
「環境シンボルマーク」を制定しました。

2008年／
環境シンボルマーク「エコのタネ」発表

創業以来、地域社会に「お掃除」を通じた社会貢献に取り組んでき
たダスキンは、2006年以降、各地のイベントなどで一般参加者に

ゴミ拾いを呼び掛
ける「クリーンアッ
プマイタウン」活動
を実施。また、清掃
教育カリキュラムを
公開するなど、学校
教育支援活動にも
取り組んでいます。

2010年代／
「お掃除」を通じた社会貢献へ

未来／
サステイナブル（持続可能）な
暮らしを実現するために
ダスキンは、これからも
「エコのタネまき」を続けます!

くりかえし使う
エコ

くりかえし使う
エコ

くりかえし使う
エコ

減らす
エコ
減らす
エコ
減らす
エコ

みんなで使う
エコ

みんなで使う
エコ

みんなで使う
エコ

捨てない
エコ

捨てない
エコ

捨てない
エコ

陶器・ガラス製食器の採用は30年以上前から

「ユナイテッドレントオール」1号店オープンの様子

省エネ乾燥機

2000年／
害虫獣駆除のレスケミカル化
ターミニックスでは、2000年に化学薬品の使用
を最小限にとどめ、害虫発生の予防管理に重
点を置くベイト工法※を導入。以降も、サービス
全般でのレスケミカ
ル化による『減らす
エコ』に取り組んで
います。

ベイト工法では薬を散布せず防除

特
集

※ベイト工法とは、シロアリが
好んで食べるベイト剤を専
用容器に入れて埋設し、巣に
持ち帰らせて退治する方法



くりかえし使う
エコ

くりかえし使う
エコ

出来ることから、ひと粒、ひとつぶ。
ダスキンの、未来につながる「エコのタネまき」。

減らすエコ減らすエコ
みんなで使うエコみんなで使うエコ 捨てないエコ捨てないエコ

くりかえし使う
エコ

減らすエコ
みんなで使うエコ 捨てないエコ

私たちの商品・サービスは、実に様々。あらゆるシーンで快適な暮らしのお手伝いをしています。

これらの商品・サービスに息づくダスキンの想いはたった一つ。人に、社会に、喜んでもらうこと。

くりかえし使う・みんなで使う・減らす・捨てない、の4つの視点から行う環境活動も、そんな想いへとつながっています。

これからも皆様の暮らしに寄りそった商品・サービスを通して、未来につながる「エコのタネ」を増やしていきます。
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創業当初からくりかえし使う循環型の事業活動で、
お客様先のキレイをサポートしています。
レンタル用モップやマットは回収され、

約96％が再商品化されます。

一つのものをみんなで使う。
レンタル事業を通じ、ベビー用品や旅行用品、
介護・福祉用具など、所有でなく共有することで

資源の有効活用にもつながります。
お掃除サービスや害虫駆除サービスでは、

人と環境への負荷ができるだけ少なくなるよう、
薬剤と施工法を常に工夫しています。

ミスタードーナツでは、
1974年より、陶器・ガラス製の食器を使用しています。

（フードコートのお店などは除く）
使い捨て製品の利用を減らすことで、
ゴミの排出を極力抑えています。

Food Group
お客様の「

おいしい笑
顔」のため

に

もっと、も
っと、でき

ることを。

Clean & Care Groupもっと、きめ細かに もっと、お客様の暮らしのなかへ。快適という

”

やさしさ”を。

ダスキンの「4つのエコ」のとりくみ

事 業 紹介

ダスキンのフランチャイズ活動全般
をサポート。フランチャイズシステム
を支える、新たな商品・サービス・仕
組みの開発や、教育・研修などを
行っています。

本社部門
全国に46の生産事業所を展開し、
レンタル商品の店舗からの回収、洗
浄や乾燥、店舗への配送を担って
います。

生産本部

手づくりドーナツと
多彩なメニュー

ミスタードーナツ事業

清掃・衛生用品のレ
ンタル&販売ダストコントロール

家族で利用できる

とんかつレストラン

かつアンドかつ事業
新鮮食材にこだわる
どんぶり専門店

ザ・どん事業

カフェオレと
ベニエのお店

カフェデュモンド事業

天然水・コーヒーなどの
定期お届けサービス

ドリンクサービス

便利な家事代行サービス

メリーメイド

害虫獣の駆除&予防管理

ターミニックス

プロのお掃除サービス

サービスマスター

庭木のお手入れサ
ービス

トゥルグリーン

ユニフォームのリース
&販売とクリーニング

ユニフォームサービス事業
自然派化粧品と健康食品の販売
ヘルス&ビューティ事業

ご高齢者のお手伝い
サービス

ホームインステッド事業

介護・福祉用具の

レンタル&販売

ヘルスレント事業

ベビー・旅行用品やイベント用品の
レンタル

レントオール事業

病院の衛生管理
&マネジメントサービス

ダスキンヘルスケア事業

クリーン・ケア事業
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環境 経営
環境への取り組み

地球温暖化などの環境問題は社会における重要な課題ですが、

ダスキンではその歴史を循環型レンタルシステムという環境負荷の少ない新しい流通システムの確立から

スタートさせました。創業当時から現在も変わらぬ事業活動の柱として環境経営を推進しています。

ダスキンでは1998年に「環境理念」「環境方針」を制定しました。翌1999年から認証取得を開始したISO14001や2008年
に制定した「環境宣言」に基づいた環境への取り組みを進めています。

環境マネジメント

　各事業でISO14001の認証を取得しており、環境マネジメ
ントシステムの継続的な改善に努めています。

　ダスキンでは新卒入社の社員を対象に、環境活動や環境
報告などの取り組みについての初期教育を入社時に実施し
ています。これは環境に
関する意識を高めた社員
が、ダスキンの環境経営
の推進を担っていくこと
を目指したものです。

ISO14001の認証取得状況

ダスキンの循環型レンタルシステム

環境教育

　原材料の調達から商品の製造、お届け、お客さまによるご使用、使い終
わった後の回収再生や処分まで、すべての段階に配慮し、安全・安心で環境
負荷低減に貢献する商品・サービスを開発し採用します。商品や資材の循
環活用を推進し、資源のもつ価値を十分に活用します。

ダスキンの環境方針

環境負荷が少ない商品・サービスの設計・開発・選択1

　省資源で省エネルギーな工場稼働に努めます。廃棄物や環境負荷となる排
出を抑制すると共に、排出物のリサイクルや有効活用を推進します。公害や事
故を発生させない工場稼働に努めます。

環境負荷が少ない工場稼働2

　ムダのない、効率的な商品流通・物流と営業活動に努めます。車両活
用に伴う排ガス汚染の軽減、CO2排出の削減に取り組みます。環境保
全に、より優れた商品・サービスの積極的販売を推進します。

環境負荷が少ない物流と営業・販促活動3

　省資源で省エネルギーなオフィス活動を推進します。グリーン購入によ
り、環境負荷の低い物品の活用を推進します。

環境負荷が少ないオフィス活動や施設・設備4

　法令や規律を守ると共に、環境保全を推進するための社会施策や要
請に積極的に協力し、自らも貢献できる施策を検討し、実践します。

環境負荷が少ない社会づくりへの貢献5

私たちダスキンは、環境保全と企業経営の両立に全力で取り組み、
生産から使用後まで、安全で安心、環境保全に配慮した商品・サービスを提供します。

主な取り組みテーマの一覧

環境管理体制

全社
電気使用量の削減 直営・関係会社合計3,747万kWh以下

直営・関係会社合計63.7 t以下

1,070t-CO2削減

47,490t-CO2以下
燃費7.00km/l以上

2011年度比2％以上の削減

直営・関係会社合計3,682万kWh

★★★：目標達成　★★：90％以上達成　★：90％未満

直営・関係会社合計71.8t

1,100t-CO2削減

46,961t-CO2
燃費6.73km/l

3.7％の削減

★★★
★

★★★

★★★
★★

★★★

紙使用量の削減

工場のCO2排出量
配送車両の燃費向上

ドーナツ廃棄量の削減（ミスタードーナツ事業）

アイドリングストップ活動によるCO2の削減

生産本部

クリーンケア
グループ

フード
グループ

取り組み内容 2012年度目標 2012年度の実績 評価

2000年3月  3日

2000年4月21日

生産本部、生産事業所 

2001年3月30日 クリーンケアグループ（ダストコントロール事業：本部／加盟店）

ダスキングループ フード事業のフランチャイズ本部
及びミスタードーナツ、カフェデュモンド、
かつアンドかつ、ザ・どんの全店舗

初回登録日 登録範囲

2001年4月27日 クリーンケアグループ（ケアサービス事業：本部／加盟店）
2001年7月26日 レントオール事業/ヘルスレント事業  本部と全拠点

社
　
長

最高環境責任者
（エネルギー管理統括者）

品質・環境委員会
全社環境政策・方針の決定

環境保全連絡会
主要部門の環境政策進捗管理

品質保証・リスク管理部
（エネルギー管理企画推進者）

各お店

各お店

各生産
事業所

調査
・
是正
・
報告

任命

諮問

開催

開催

補佐

運営

運営

支援

指導

支援

指導

支援

指導

クリーンケア
グループ

（ISO14001運用）

生産本部
（ISO14001運用）

フード
グループ

（ISO14001運用）

お客様 加盟店

フランチャイズで展開

生産事業所

●フランチャイズ方式で全国
にサービス体制を整備

●常に身近で、お客様の状況・
ニーズに合った商品のご提
案・ご提供を行います

●所有せず、お掃除や環境維持
に必要な機能を必要なだけ
活用するというシステムです

●定期交換により常に一定の性
能を維持した商品が利用で
きます

●レンタルなので、メンテナンス
を気にせず気軽にご使用い
ただけます

●商品のライフサイクル全般
を通じた環境管理が可能

●同じ種類の商品を集めて専
用装置で洗浄し、再生技術
の研究開発による水・洗剤・
エネルギーの使用低減に取
り組んでいます

●家庭用として役目を終えた商品
を工業用に再活用するなど、資
源の有効活用を行っています

高い機能と
効果のご提供

商品のお届け

サービスの流れ 商品の流れ

機能が
低下する前に
交換

商品の回収

常に良い
コンディションで

提供

商品の提供

再生または
用途を変えて再活用

商品の回収

定期サービスを通じた、お客様と販売員との
強固なつながりが循環型レンタルシステムの基盤

国内の循環型レンタルシステム確立のため、
全国的な生産・販売体制の整備と組織の構築を実施

環境教育研修風景



約17％削減

約25％削減

25mプール
約1,800杯分※
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　生産事業所での省エネ型設備導入およびロスの削減や
節電の取り組み、配送車両の輸配送ルートの適正化とエコ
ドライブの推進などの活動を通じてCO2の削減を進めて
います。
※1）電力のCO2排出量換算には電気事業連合会の2008年度の係数を使用しています。

※2）スギのCO2吸収量は、約14kg‐CO2/本・1年間です。（1.17kg/本・月）
　   （出典：環境省・林野庁「地球温暖化防止のための緑の吸収源対策」）

生産事業所での取り組み
レンタル商品の再生を行う生産事業所では活動全体を通じ、

さらなる省エネルギー・省資源の実現を目指し取り組んでいます。

新設備や新たな技術の導入とともに、一人ひとりの着実な取り組みが、

環境に配慮した循環型レンタルシステムを今日まで支えています。

生産本部CO2排出量の削減

生産本部省エネルギー化の推進

　設備の放熱ロスによるエネルギー使用量の増加を抑制
するため、乾燥設備や配管などの保温状態をサーモグラ
フィで定期的に確認しています。40℃以上の箇所には熱の
放出を少なくするための断熱材を取り付け、熱の放出を抑
える保温の実施に取り組んでいます。

　レンタル商品のライフサイクル(洗浄・仕上げ・出荷)における環境負荷の全体像を把握するよう努めています。

生産本部マテリアルバランス

CO2排出量/生産事業所※1

水の使用量

　ダスキンは、大阪府の主催する平成24年度（2012年度）「おおさかストップ温暖化賞 知事賞」を受賞しました。
「おおさかストップ温暖化賞」は、温暖化防止に関して優れた取り組みを行った事業者等を表彰するものです。
　具体的には、省エネ乾燥機の採用、本社ビルの節電、エコドライブの取り組み等により、平成20年度（2008
年度）を基準としたCO2排出量を1,484t削減できたことが高く評
価されました（削減率26.3％）。この受賞は、平成22年度（2010年
度）の「優秀賞」に続く受賞となりました。
　2012年夏は、各地域ごとに節電目標を立て、事業所単位で節電
取り組み計画を作成し従業員への周知を徹底したほか、生産事業
所においてはピークカットを主体的に行いました。

「おおさかストップ温暖化賞 知事賞」を受賞!

環境への取り組み

放熱ロスの見える化

生産本部水資源の有効活用

　モップやマットの洗浄工程では多量の水を使用します。使用後の汚れた水は生産事業所内で水処理を行い、法令基準より厳しい
独自の排出基準に適合させて放流しますが、この処理水を再び洗濯水として利用することで水の使用量削減に取り組んでいます。
　また、洗浄工程で使用する水に特殊な処理を行い、洗浄・すすぎに適した水質とすることで洗剤の使用量を削減しています。

工場処理水の再利用

　ダスキンではエネルギー問題や地球温暖化対策の切り札
として注目される再生可能エネルギーの導入に取り組んで
います。2010年に研修施設であるダスキンスクールの一部
ガラスに太陽光発電パネルを採用し、太陽光発電をスター
ト。 2013年には大阪
中央工場で発電出力
100kW規模の太陽光
発電システムを導入し
発電を行っています。
※家庭一世帯あたりの全消費電力
量4,734kWh/年（出典：一般財
団法人省エネルギーセンター
「待機時消費電力調査報告書」）

太陽光発電システムの導入

〈実施前〉 〈実施後〉
■乾燥機ドア部の保温効果

大阪中央工場屋上に設置された
350枚のモジュール

表彰式に参加したダスキンの社員

※1 スラッジ：汚水からホコリや汚れを分離して固めたもの
※2 サービス用品：モップの柄・空気清浄機本体・浄水器本体など

水

仕分け 洗 浄 乾 燥

加盟店

仕上げ
検 査 出 荷

217万m3

水
217万m3

廃棄物（排出物）
廃プラ 716t

資源リサイクル
など
資源ゴミ          405t
サービス用品※2  709t
ダンボール      661t

CO2
47千t-CO2

CO2
10千t-CO2

セメントの
原燃料として
セメント工場へ

資材
全薬品使用量
7,427t
うち、洗剤
1,873t

エネルギー
電力
32,352千kWh
燃料（重油換算）
12,876㎘

新規投入商品
（レンタル商品）
モップ・マット
4,705t

車両燃料
軽油　3,756㎘
ガソリン  5.3㎘
天然ガス 69千m3

車両車両

I
N
P
U
T

O
U
T
P
U
T

生産事業所

CO2　排出量計：57千t-CO2モップ・マット
2,901t

廃水処理スラッジ ※1
12,873t

不合格商品
（レンタル商品）

80 76

2008 2009 2010 2011 2012

（千t-CO2)

（年度)

70

60

50

40

0

11.6

64

67

11.1

56

64
10.6

53

59
10.1

49

57

47

10.0

262

2008 2009 2010 2011 2012

（万m3)

（年度)

300

200

100

0

244 233
226 217

洗剤使用量

2008 2009 2010 2011 2012

（t)

（年度)

2,500

1,000

1,500

2,000

500

0

2,090 1,950 1,920

1,873

2,270

スギの木
約135万本分※2

一般家庭の
年間消費電力
約21世帯分※

配送車
事業所

※小学校の25mプール（縦25m×幅10m）に水深1mまで水を入れた水量250m3で算出

約25％削減

年間発電量
約10万kWh

約17％削減

約400tの削減

廃 水
処 理

汚水
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お店での取り組み
全国のお店でも省エネルギー・省資源の取り組みに力を注いでいます。

今後もフランチャイズチェーンを含めた事業全体での活動や見直しを進めることで、

環境に貢献していきます。

Food省エネルギーへの取り組み

　お客様をお迎えするショップでは、快適な空間維持に配
慮しつつ、空調の温度管理や日々の水道光熱メーターの
チェック、照明の必要箇所の見直しやバックヤードのこま
めな消灯などの省エネ活動を進めています。ショップに導
入される冷凍・冷蔵機器も、省エネタイプのものを順次採
用しています。
　また、使用する照明のLED化を推進しています。新規で
オープンするショップはLED照明の設置を標準としてお
り、既存のショップについても改装などの際にLED照明へ
の交換を進めています。2012年度は新規・改装あわせて
68店でLED照明の設置を行いました。

　様々なライフイベントによって、お客様に必要な商品も多様に変化していきます。ダスキンではベビー用品やトラベル用
品、イベント用品のほか、介護・福祉用具のレンタル事業を展開しています。ていねいなメンテナンスで管理された商品を必
要なときに必要なだけ利用でき、限りある資源を有効に活用できるシステムです。

ライフイベントで見る、レントオール／ヘルスレントのレンタルシステム

LED店内照明導入店舗数の推移

環境への取り組み

ミスタードーナツショップでの省エネ活動推進

Foodリサイクルの取り組み

　ミスタードーナツのユニフォームには「リサイクルポリエステ
ル素材」を使用しています。これは帝人
ファイバー株式会社のリサイクル技術を
導入したもので、くりかえし新しい繊維に
生まれ変わらせることができます。この
素材の導入により、ミスタードーナツで
はユニフォームの半永久的なリサイクル
システムが確立されています。

環境に配慮したユニフォーム

　ドーナツの廃棄個数を適正に保つため、ショップでは販売予測や廃
棄チェックリストによる管理を徹底して行っています。
　閉店後に残ったドーナツは、飼料化処理工場で飼料原料へリサイクル
を行っています。この取り組みは現在、関東および東海エリアの490店(全
国の35%)で行っており、今後も対象ショップを拡大していく予定です。

　ミスタードーナツでは、ドーナツを調理する油の品
質を適正に管理し、無駄なく使用できる取り組みを
行っています。最終的に廃棄される油は、主に飼料や
工業用の原料にリサイクルされ、一部は液体石けんと
してリサイクルし、ショップの
洗剤として使用しています。

ドーナツの廃棄削減と原料化リサイクル

営業車両での取り組み

　ダスキンでは、商品やサービスのお届け時に営業車両の使用は
不可欠です。
　現在、車両から排出されるCO2削減を目的に「エコドライブ推進活
動」に取り組んでおり、その一環としてアイドリングストップなど環
境に配慮した運転を身につけるため、年3回発行の「エコドライブ通
信」による啓発を行っています。エコドライブの運転ポイントや効果
などのさまざまな情報を発信し、取り組みを推進しています。
　また、将来的な展開を見据え、電気自動車の検証も行っています。

エコドライブの推進と、次世代自動車の導入検証
ドーナツオイルのリサイクル活用

2008年 2009年 2010年 2011年 2012年

1累計
店舗数 4 18 66 134

（店舗)

20

0

40

60

期別導入店舗数

31

就職 結婚 出産 子育て 介護・
シニアライフ

催事・
イベント

家電製品（洗濯機）

家電製品（冷蔵庫）

海外用電化製品

スーツケース

ベビーラック

ベビーベッド

スポーツ用品

ビデオカメラ・デジタルカメラ

やぐら

かき氷機

介護ベッド

車イス

就職してはじめての一
人暮らし。買ってしまう
と処分に困る一人用
の家電はレンタルして
節約。

新婚旅行で海外旅行
へ。たまにしか使わな
いスーツケースや海外
で使える電化製品をレ
ンタル。

ベビー誕生。高価だっ
たり、すぐに使えなく
なったりするベビー用
品はかしこくレンタル。

家族が増え、スポーツ
やイベントなどの行事
参加が増える。メンテ
ナンスの行き届いたレ
ンタル用品を利用。

展示会やフェスティバ
ル、セレモニーなど多く
の実績と専門知識やノ
ウハウを兼ね備えたレ
ントオールで。

家族の介護や安全で快適
な住環境を福祉用具等を
通じてサポート。徹底した
衛生管理やアフターサービ
スのあるヘルスレントで。

ダスキンの
商品ラインナップ

ダスキンの
商品ラインナップ

ダスキンの
商品ラインナップ

ダスキンの
商品ラインナップ

ダスキンの
商品ラインナップ

ダスキンの
商品ラインナップ

検証中の電気自動車 エコドライブ通信

ミスタードーナツ外観

リサイクルされた
ショップ用液体石けん リサイクルポリエステルを使ったユニフォーム

Clean
&

Care

レントオール／ヘルスレントでの取り組み Clean
&

Care

48

14

68
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商品・サービスでの取り組み
ダスキンでは商品・サービスの開発においても環境配慮に取り組んでいます。

省エネルギー・省資源、そして快適さにつながる商品・サービスで環境負荷低減を実現します。

Clean
&

Care
ダストコントロールでの取り組み

　近年、電力などのエネルギー多量消費型のライフスタイル
が見直されつつあります。毎日使用する掃除道具も、電力の
使用を抑え、ホコリを舞
い上げないモップの活
用が有効です。使い捨て
とは違い、レンタルでく
り返し使用できること
からも、省エネルギー・
省資源につながるお掃
除スタイルと言えます。

環境への取り組み

省エネルギーに貢献するレンタルモップ

　LED照明は、従来の照明に比べて消費電力が低く長寿命です。訪問販売を行っているダスキンのLED照明サービスは、お客
様先でＬＥＤ照明の実際の明るさや光色を体感の上で、お選びいただけるなどの特徴があります。

LED照明の販売取り扱いを開始

事業所用モップの取り組み

Clean
&

Care
ターミニックスでの取り組み Clean

&
Care

メリーメイドでの取り組み

害虫獣駆除・防除サービス エコお掃除

Clean
&

Care
トゥルグリーンでの取り組み

Clean
&

Care
サービスマスターでの取り組み

エアコンクリーニングで省エネ効果アップ

窓用フィルム施工サービスによる節電対策

カプセレーション洗浄による節水効果

「スタイルフロア ララ」と「ダストクリーナー」

モップで集めたホコリをダストクリーナーで吸い取る、
新しいお掃除スタイルです。

　事業所用フロアモップの主な商品では、繊維製品の紡績
工程で発生し、これまでは廃棄されていた短繊維などの
「未利用繊維」を活用する、製造工程での資源の再利用に
取り組んでいます。このようにして製造された商品はエコ
マークの認定を受けています。

エコマーク認定の事業所用フロアモップ（未利用繊維を使用）

ニュー
ダスキン
小モップ

ニュー
ダスキン
モップ

ダスキン
モップM90

ダスキン
モップM120

　現在、夏期における節電対策は社会的な重要課題となっ
ています。特に、夏場の電力使用は日中に最大ピークを迎
え、中でもエアコンの使用が大きな割合を占めており、フィ
ルターを定期的に掃除するなどの節電対策が重要です。
サービスマスターのエアコンクリーニングサービスは、専門
技術を習得したスタッ
フがエアコン内部まで
分解洗浄を行うことで、
風量や冷却能力が回復
し、電力使用のピーク
カットにも貢献します。

家庭用・業務用のエアコン内部を洗浄

　サービスマスターの提供する「窓用フィルム施工サービス」
は、グリーン購入法の特定調達品目でもある日射調整フィル
ムの施工をすることで、熱さをもたらす赤外線を90％以上※

カット、また家具や室内の日焼けの原因となる紫外線を99％
以上※カットします。これにより、空調負担低減といった省エ
ネルギー対策にもつなが
ります。また、災害時のガ
ラス飛散防止にも効果が
あり、二次災害の防止に
もつながります。

紫外線も99%カットする窓用フィルム

　従来のカーペットクリーニングには、汚れや洗剤の除去な
どに多量の水が必要でした。この問題の改善に、サービスマ
スターでは「カプセレーションクリーニング」を導入しまし
た。これはパイルにしみついた土砂汚れなどを、専用の薬
剤・処理で結晶化させて回収除去する新手法で、セミドライ
方式のため、汚水の発
生が従来より少なく
水資源の保全につな
がるだけでなく、乾燥
時間が早く仕上がるメ
リットがあります。

専用薬剤を噴射し、
マイクロファイバーディスクで洗浄

　トゥルグリーンでは年間プログラムに沿った樹木の健康管理サービスを行ってい
ます。害虫防除の際の薬剤の散布では、庭全体か部分散布かを状況に合わせて選択
することで不必要な薬剤を使用しない取り組みを行っています。専門スタッフが適
切な時期に適切な方法で庭木を管理することで緑が息づく景観を守るとともに植物
からの酸素の還元にもつながり※、環境負荷の低減に貢献します。

薬剤はポイント施工で空中に散布しない方法も一部行っています

　メリーメイドでは、家族や住環境にやさしいお掃除をご希望の
方へ、合成洗剤の代わりに身近で安全な材料を使ってお掃除をす
る「エコお掃除」のメニューを用意しています。
　自然材料を使用するため汚れを落とす効果には限界があります
が、「安全な洗剤を使う」ことを優先するお客様に対しては「エコ
お掃除」によるサービスを提供します。

　ターミニックスでは害虫獣の予防管理に重点を
おく「I.P.M（総合的有害生物管理）」を推進していま
す。「I.P.M」とは様々な防除対策を組み合わせ相乗
効果を出すもので、効果的な防除だけでなく、薬剤
使用による環
境負荷の低減
にもつながり
ます。

定期的にスタッフが訪問し管理

窓ガラスのみ 窓ガラスにフィルム施工
（Nano 80S）

窓
際
の
温
度（
℃
）

29

28

30

31

32

33

34

35

36

フィルム使用時の窓際の温度変化

エコお掃除の材料

35.5℃

30.1℃

温度差
5.4℃

・ダスキンの遮熱・UVカットタイプフィルムは「3MTMスコッチティントTMウインドウフィルム
（マルチレイヤー）Nano 80S」住友スリーエム社の製品を使用しています。
・3M、スコッチティントは住友スリーエム社の商標です。

＜住友スリーエム社調べ＞

※住友スリーエム株式会社にて測
定。赤外線カット率90％以上は「遮
熱・UV カットタイプ」（Nano80S）
が対象です。

※例として、約5㎡の芝生は一人当たりの1日の酸素量を供給します。（自社調べ）

ク エ ン 酸

重 曹

液 体 せ っ け ん

酸 素 系 漂 白 剤

エッセンシャルオイル

レモンや梅干しに含まれている成分

温泉の天然成分の一つ

シャンプーなどに使われる天然原料

塩素系に比べ、低刺激でやさしい成分

ハーブや樹木などから抽出した天然成分



　1981年に「財団法人 広げよう愛の輪運動基金」として設立。障がいを持ちながらも自立を目指す日本の若者たちを海外に研修派遣し、障がい者のリーダーを育成する事業としてスタートしました。1999年からはアジア・太平洋地域の障がいのある若者を
日本に招き、母国で
活躍する障がい者福
祉リーダーとしての育
成も開始しました。
2010年12月には厚生
労働大臣表彰を受賞
しています。

公益財団法人 ダスキン愛の輪基金
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ステークホルダーとの
コミュニケーション
ダスキンでは本業を通じた社会貢献活動に注力しています。人や地域社会とのかかわりを大切にし、

これからも「喜びのタネまき」の精神で取り組んでいきます。

 　「クリーンアップマイタウン」は創業以来ダ
スキンの各拠点周辺で続けてきた清掃活動

が発展し、地域の皆様と

一緒に取り組める活動として始まったもので
、各地のイベント会場などで、来場者と一緒

にゴミを集めて分別をし

ます。2006年の開始からこれまでに、延べ1
5万人の方にご参加いただきました。今後も自

分たちの暮らす街が、美

しく住みやすい街であるように清掃活動を続
けていきます。

イベント情報や環境への取り組みなどをご紹介しています。　

▲

ダスキンホームページ  http://www.duskin.co.jp

社会への取り組み

クリーンアップマイタウン

「理想の教室掃除を考える」
を

テーマに実践する教員
「理想の教室掃除を考える」

を
テーマに実践する教員

多様な年代の方々が清掃活動に参加多様な年代の方々が清掃活動に参加

　ダスキンでは小学3年生～6年生を対象に、生
産事業所見学を実施しています。汚れたモップや
マットを回収し再び商品化されるまでの工程を
実際に見てもらうことで、次世代を担う子どもた
ちに、ものの大切さや自然環境を守る重要性を
学んでもらうことが目的です。

ダスキン生産事業所見学

　全てのランナーがチャリティに参加する大阪マ
ラソンの大会趣旨に賛同し、協賛するとともに
チャリティテーマの1つである「景観を守り、美化
する活動を広げよう」を推進しています。
　大会に先立ち開催された「大阪マラソンクリー
ンUP作戦 in大阪城公園」では、社員とその家族
211人が参加し、マラソンのスタート地点である大
阪城公園内の清掃を行いました。

大阪マラソンに協賛

青空の下、色とりどりのウェアで走るランナー青空の下、色とりどりのウェアで走るランナー

　エコを楽しく伝えるTシャツのデザイ
ン

を一般から募集する「DUSKIN×Penエ
コT

シャツデザイン大賞」コンテストを雑
誌

「PEN」とタイアップして実施しまし
た。

2012年6月、特設ホームページにおいて
募

集を受け付

け、1,708点

にも及ぶ作

品が寄せら

れました。

グランプリ受賞のデザイングランプリ受賞のデザイン

　創業者・鈴木清一がミスタードーナツ事業への
参画を決意したのが1970年1月27日。以来ミス
タードーナツでは、毎年1月27日を「反省と感謝の
日」と定め、早朝から地域の清掃活動を行ってい
ます。また、当日
の売上の一部を
「ダスキン愛の輪
基金」に寄付を
しています。

清掃活動の継続実施

早朝から清掃を実施早朝から清掃を実施

　ミスタードーナツでは、各自治体等と「災害時
にお

ける徒歩帰宅者支援に関する協定書」を締結し
てい

ます。大規模災害などで交通がマヒした場合など
、徒

歩帰宅者にショップで水道水やトイレ、道路情報
等を

提供し支援を行います。この取り組みは2008年
度か

らスタートし、2013年3月末現在、34都道府県・5
政令

市で計669のショップが提携を

行っています。これらのショップ

では店頭に「災害時帰宅支援ス

テーション」のステッカーを掲示

し周知を図っています。

災害時の徒歩帰宅者を支援

帰宅支援ステーションのマーク帰宅支援ステーションのマーク

DUSKIN×Pen
エコTシャツデザイン大賞

子どもたちが身近な環境問題やお掃除について楽しく学べます。　

▲

ダスキンキッズタウン  http://www.duskin.co.jp/kids

■5年間の参加人数推移

25,000

30,000

35,000

2008 2009 2010 2011 2012

（人）

（年度）

20,000

15,000

10,000

5,000

0

19,651 20,251
22,125

25,373

32,065

生産事業所を見学する子どもたち生産事業所を見学する子どもたち

教員向けセミナー
「子どもたちの力を伸ばす 
学校掃除セミナー」

　「掃除を通して子どもたちの
力を伸ばしたい」を

テーマに学校教育支援活動を展
開しています。

　先生方と一緒に、学校におけ
る掃除教育の必要

性を確認し、掃除を通して「子ど
もたちの力を伸ば

す」活動について考え、体験す
る「教員向けセミ

ナー」を、地域・回数を限定し
、教育委員会単位で

実施しています。

　2008年度より、これ

までに延べ約130教育

委員会、3,500名の先

生が受講されました。


